
組立て部品完成図

サイドフレームにアジャスターを取付けます。1 天板にサイドフレームを取付けます。2

下から見た図
②天板
※端から穴までが狭い方の穴を使用します。

総耐荷重 10kg

Ver1.0

この度は、弊社製品をお買求めいただきましてありがとうございました。
本製品は組立式になっておりますので、下記の要領で組立ててください。
パッキングケースの中には、下記の部品が入っています。

L字用サブデスク（SH-Kシリーズ）(SH-KL3560シリーズ)組立説明書

★用意していただくもの・・・・・
手袋（組立て時のケガ等を防ぐために必ず着用してください）

※部品の欠品や破損があった場合は、品番（SH-KL3560Mなど）と
　上記の部品番号（①～⑨）と部品名（アジャスターなど）をお知らせください。
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①サイドフレーム×1個

②天板×1枚

③リーンフォースメントA×1本

④リーンフォースメントB×1本

⑤ステー×1本 ⑥アジャスター×2個 ⑨六角レンチ(4mm)×1本

使用ボルト

使用ボルト

⑦ボルトA〔M6×35〕

①サイドフレーム

①サイドフレーム
※穴のある方が後です。

⑦ボルトA
※緩めにつけます。

⑥アジャスター

本製品をデスクの左側に取付ける場合 本製品をデスクの右側に取付ける場合

※本製品は組立て方法によって下図の様に2通りの使い方ができます。
用途に合わせて組立ててください。

※デスク（別売り）に取付ける位置によって、組立て手順が異なります。

⑧ボルトB×2本〔M6×15〕

⑦ボルトA×8本〔M6×35〕※側面に穴が1つ
　空いています。
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※大きい図は本製品をデスクの左側に取付ける場合のイラストになっています。
　本製品をデスクの右側に取付ける場合は左右が逆になります。

本製品をデスクの右側に取付ける場合
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天板にリーンフォースメントBを取付けます。5 サイドフレームにリーンフォースメントBを取付けます。6

天板にリーンフォースメントAを取付けます。3 サイドフレームにリーンフォースメントAを取付けます。4

本製品をデスクの右側に取付ける場合 本製品をデスクの右側に取付ける場合
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使用ボルト

⑦ボルトA〔M6×35〕

使用ボルト

⑦ボルトA〔M6×35〕

使用ボルト

⑦ボルトA〔M6×35〕

本製品をデスクの右側に取付ける場合

使用ボルト

⑦ボルトA〔M6×35〕

③リーンフォースメントA
※側面の穴を後に向けます。

⑦ボルトA
※緩めにつけます。

④リーンフォースメントB

⑦ボルトA
※緩めにつけます。

⑦ボルトA
※緩めにつけます。

※大きい図は本製品をデスクの左側に取付ける場合のイラストになっています。
　本製品をデスクの右側に取付ける場合は左右が逆になります。

※大きい図は本製品をデスクの左側に取付ける場合のイラストになっています。
　本製品をデスクの右側に取付ける場合は左右が逆になります。

※大きい図は本製品をデスクの左側に取付ける場合のイラストになっています。
　本製品をデスクの右側に取付ける場合は左右が逆になります。

※大きい図は本製品をデスクの左側に取付ける場合のイラストになっています。
　本製品をデスクの右側に取付ける場合は左右が逆になります。

本製品をデスクの右側に取付ける場合

⑦ボルトA
※緩めにつけます。



サイドフレームとリーンフォースメントAにステーを取付けます。7 本製品を起こし、デスク（別売り）に取付けて完成です。8

本製品をデスクの右側に取付ける場合

⑧ボルトB

⑤ステー

CA/BA/HADaCh h t t p s：/ /www . s a nwa . c o . j p /

最新の情報はWEBサイトで
https://www.sanwa.co.jp/

本製品の
詳細情報
はこちら！

弊社サポート
ページはこちら！

取付けが困難な場合は、2人で作業
することをおすすめします。

⑧ボルトB〔M6×15〕

使用ボルト 使用ボルト

⑦ボルトA〔M6×35〕

※最後に全てのボルトを締め込みます。
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⑦ボルトA

※大きい図は本製品をデスクの左側に取付ける場合のイラストになっています。
　本製品をデスクの右側に取付ける場合は左右が逆になります。

本製品をデスクの右側に取付ける場合

※大きい図は本製品をデスクの左側に取付ける場合のイラストになっています。
　本製品をデスクの右側に取付ける場合は左右が逆になります。
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③リーンフォースメントA

前


